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宗教学研究室紀要編集委員会の設置 

 

 

宗教学研究室紀要も Vol.５を数えることになりました。これまで掲載論文の査読は宗教学

研究室のスタッフである氣多雅子と杉村靖彦だけで行ってきましたが、Vol.5 から、秋富克

哉氏（京都工芸繊維大学大学院准教授）を加えて編集委員会を設置し、審査にあたってお

ります。より客観的で公正な審査を行い、紀要をいっそう充実した内容にしていくよう努

力してまいります。（氣多記） 

 

 

 

 

――第５号執筆者紹介―― 

 

杉村靖彦   京都大学文学研究科  准教授 
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笠木丈   京都大学文学研究科  博士課程 

 

 

＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

本号より紀要の編集方針を改めたこと

もあり、例年よりも研究室紀要の発行が遅

れてしまいました。ただ、今号から紀要編

集委員会に秋富先生が加わられ、投稿論文

の審査がこれまで以上に厳しく、そして教

育的になりました。審査における先生のご

指摘は論文の急所を鋭く突いたもので、示

唆に富むものでした。この場を借りて、秋

富先生に感謝の念を表したいと思います。

このような改革によって、本紀要を一層充

実させていく所存ですので、宜しくお願い

いたします。       （古荘記） 
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